マリアの心
神秘を大切にすること
ルカの福音書 2:51
ルカは、マリアが「これらのすべてのことを心に納めていた」と記録しています（ルカの福音書 2:19、ルカの福音書 2:51）。これは、イエスの母が、イエスの生涯を取り巻く並外れた出来事をどのように受け止めていたかを知る手がかりとなります。この繰り返される表現は、マリアの性格を最も洞察に富んだ形で描写するものの一つとなっており、すべての信者にとって、より深い神学的教訓を示しています。
一般的な理解では、マリアは外面的な華々しさではなく、内なる信仰によって応答することで、真の弟子としての模範を示しています。羊飼いたちが宣べ伝え、近隣の人々が驚嘆する一方で、マリアは思い巡らしました。彼女は起こっていたすべてのことを完全に理解していたわけではありません――ルカは、彼女とヨセフが時にイエスの言葉を「理解していなかった」とさえ述べています――それでも彼女は、信頼のうちにこれらのことを心に納めました。彼女の心は、思い巡らし、待ち望む場所となりました。それは、明確な理解がまだ与えられていない時でさえ、神が語られたことにしがみつくことが、しばしば信仰を意味するのだと私たちに教えています。
一部の解釈者は、ルカがマリアを救済史の生きた記録として強調していると示唆します。彼女は胎内にメシアを宿しただけでなく、主の初期の日々の記憶を心に抱いていました。このことにより、彼女は忠実な弟子であると同時に、ルカの福音書にとって重要な目撃証人となりました。また、彼女をイスラエルそのものの象徴と見なし、キリストにおいて成就するまで神の約束を心に大切に保った者と見る人々もいます。
さらに別の観点では、ルカのこの句が果たす文学的機能が強調されます。マリアが思い巡らしていたことに言及することによって、福音書記者は、これらの出来事が彼女の理解を超えて重要であることを読者に示し、物語の中でその意味が明らかになっていくのを見守るよう私たちを招いています。後の伝承では、マリアを最初の観想者とさえ見なし、クリスチャンがどのように神の御言葉を受け入れ、思い巡らし、内に保つべきかの模範としました。
弟子として、母として、証人として、象徴として、また観想する者として、マリアは私たちに、キリストの奥義は必ずしもすぐに理解されるものではなく、神の計画が完全に明らかにされるまで、信仰のうちに大切にし、思い巡らし、実践していかなければならないことを教えています。
